
1

2002年9月中間期　決算説明会

2002年11月20日



2

目　次

Ⅰ．概 況
　代表取締役社長　棚橋康郎

Ⅱ．中間期決算の概要
及び　年度見通しについて

　常務取締役　　　　柳原武美

Copyright 2002 by NS Solutions, All rights reserved.



3

Ⅰ．概　　況
代表取締役社長　棚橋康郎

Copyright 2002 by NS Solutions, All rights reserved.



4

１．当社　東証上場について
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２．中間決算及び年度業績見通し

(億円）

実績 見通し
02/9期 03/3期

売上高 688 1,570

経常利益 55 126

当期純利益 27 66
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３．上期に実施した事業推進体制の整備概要

・本社、支社、地域子会社の事業構造の再構築

-人的資源の本社事業部門への集中投入

・中国現地法人の設立

・組織再編による顧客対応力の強化
-トヨタ部の新設と金融部門の再編

・統合ソリューションの推進体制整備

・社内業務システムの刷新
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４．今後の重点施策

・事業部門間連携の強化
-システムライフサイクル・ソリューションの推進
-顧客基盤の全社共有化を通じた受注力強化

・受注案件の確実な実行

・外注購買体制の整備

・中国ビジネスの立上げ

・人事処遇制度の１本化

-新日本製鐵㈱出向社員（管理職）の平成15年3月末移籍
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